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序

前橋市は文化財のたいへん豊かな町で、国・県の指定(認定)した文化財が61件、また、

本市が文化財に指定したものは108件にのぼり、いずれも県下で最も多い数となっていま

す。

内容を見ますと天然記念物(樹木等) 4件、原始時代(縄文時代) 1件、古代(古墳~

平安時代)34件、中世(鎌倉~戦国時代)53件、近世(安土桃山時代~江戸時代)57件、

近代(明治~戦前) 4件、民俗(郷土芸能・民俗行事など)16件と、まことにバラエティー

に富んでおり、前橋の恵まれた自然と豊かな歴史・文化を強く感じさせます。

衣食足りた現在、住環境をめぐる話題がひときわ大きく唱えられています。そこでは自

然環境とともに歴史的文化的環境も大きく取り上げられていますが、それをふだんの生活

にどう生かし、またどのように未来に伝えるかが大きな課題となっています。

前橋市教育委員会では、このような課題に対し、指定文化財をおり込み、その地域の文

化財に触れ親しんでいただくために総社・元総社地区の歴史散歩道整備事業を進めてまい

りました。

また、前橋東部の大室公園の整備とともに進められている大室古墳群の史跡整備や民家

園の公開、今後、建設が計画されている資料館などによって、赤城南麓の歴史や文化に触

れることができるようになるでしょう。なお、この地域では、城南地区の歴史散歩道整備

事業の一環として、国指定史跡女堀や県指定史跡荒砥富士山古墳の買い上げも進めており

ます。

本書を通して、文化財の保護とともに歴史的文化的環境を形成する本市の文化財保護行

政の一端をご理解いただれけば幸いです。

また、平成9年度の事業を進めるに当たりご指導ご協力をいただいた関係各位、並びに

諸機関に感謝申し上げます。

平成10年9月

前橋市教育委員会

教育長早部賢一郎
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I 文化財調査委員による調査

平成9年度の文化財調査は、平成9年10月6日に市内公田町の乗明院、同7日に市内鶴小路町の善光寺で行った。両

寺院では、本尊をはじめとする仏像、境内の石造物を中心lこ調査を行った。このほか、乗明院では楼門の棟札、また善

光寺て輸は御朱印状や当麻墨棄羅を調査した。調査の概要は下記のとおりである。

.乗明院文化財調査

乗明院調査仏像目録
力一ド番号 種別(名称) 材 質 法量 cm イ庸 考

阿弥陀立像(本尊) 木造 イ象高97 中品中生。頭部は近世、肩から下は南北朝日寺代。

2 阿弥陀立像 木造 像局44 上品上生。光背なし。地方人(素人)の作。室町時代か。

3 薬師如来坐像 木造 像晶24 寄せ木造。寛永頃の作。

4 閤魔大王像 木造 像高23 幕末の作。

乗明院調査石造物一覧表
力ド番号 種別(名称) j去 量 cm 備 考

阿弥陀三尊像板碑 総局167 阿弥陀如来(蓮下座とも)35cm 
市電 35 観世音菩薩・勢至菩薩(蓮下座とも)いづれも22cm

弘安3年市指定重要文化財(昭48) 

2 廃覚動寺宝塔 総高219 永和4年市指定重要文化財(昭39)

3 石殿 総高128 空風輪一石で後補。内部に石造虚空蔵菩薩、

全長28cm。室町時代。

4 常イ交燈 総高170 一対。文化5年

5 宝塔 I苔身局20、同径29 塔身のみ。室町中期

6 石造鬼E 高37、幅37 近世

以上のほか、いずれも中世の五輪塔で、空風輪11、火輪出、水輪7、地輪6が墓地や境内に認められた。

その他の調査
力一卜醤号 種目IJ (名称) 法 量 cm 備 考

棟ヰL 長85、下端隔16.5
*((表裏銘文))鐘鐘は楼楼表門門タ卜造屋に立根記棟替す札棟。札明和明九治年十九年

2 棟札 長76、幅17.5
田上和匡根髭士十伝年取沢暗甚二替E月十蔓日 前橋大々 工 五十武j津11 嵐藤寅栄造次

小d工 北 勇士
請負口内 、工 深輝口

>lく棟札銘文

(表) 宮地村

多聞天王聖主天中天迦陵頻伽撃大行事文殊大土地固天明和九壬申歳脇棟梁小}II権蔵宗房

(究字)奉造立鐘楼門並巨鐘一基大願主三十二世法印恵舜紀伊殿御棟梁門弟新井村浅見出羽光命

富村

虞自天 哀感衆生者我等今敬礼小行事普賢大土増長天四月吉祥日 小工町田幸七j青安

(裏) 明治十九年 大世話人町田辰次

(焚字)奉造新鐘楼門総屋根替富山四十一世法印暢堅並富村世話人連名記

二月二十日 屋根師棟梁町田甚造

1-

石原漬吉

町田丈五郎

同兼吉

高岸口口



-善光寺文化財調査

善光寺調査仏像目録
力一ド番号 種別(名称) 材 質 法量 cm {庸 考

阿弥陀如来坐像(本尊) 木造 f象局 総箔。定印。江戸冗禄時代。

2 善光寺=尊イム 木造 総(台高76.5 総箔。阿弥陀如来像高35cm、観音菩薩像高26cm、勢至菩薩像
座とも) 高25.5cm。南北朝~室町時代。

善光寺調査石造物一覧表
力一卜冨号 種別(名称) j去 量 cm (庸 考

宝医因印陀羅尼塔 総高180 「天文4年J(北面)、「雲上山善光寺二十二世堅者法印 智
貫J(東面)蓮台・仏像安置部。笠の各部は他から寄せたもの。

2 六地蔵石憧 総高170 寵部正面に阿弥陀=尊、残1)=面に二体ずつ六地蔵。寵部と

基礎は室町田代明応期ごろ。

3 五輪塔 総高153 空・風・水・火・地輪ともすべて角閃右安山岩で、別石。 14
世紀前半(鎌倉末~南北朝初頭)

4 五輪塔 総高137 空・風輸は一石、安山岩。火・水・地輸は角閃石安山岩。 14
世紀後半。 与

5 板碑 残存長36.5、幅17.5、厚3 上半部残片。緑泥変岩。 15世紀初頭。

6 板碑 残存長33.5、幅24.5、厚2 下端残片。緑泥変岩。 14世紀末。

7 板碑 残存長47、幅27、厚2 下端残片。緑j尼変岩。蓮台・花瓶刻画。 14世紀末。

8 板碑 全長81.5、幅26、厚2.5 ほぼ完存。 14世紀末。

9 板碑 全長104、幅29.5、厚2.5 完存。阿弥陀=尊種字。元応3年2月14臼。

10 板碑 全長93.5、幅28、厚2.5 完存。阿弥陀=尊種字。文和2年3月。

11 板碑 残存長46、幅30、厚3.5 上部残片。阿弥陀来迎図、踏み割1)蓮座、花瓶の図。 14世紀
前葉。

善光寺什宝物の調査
力一ド番号 種別(名称) 法 量 cm 備 考

御朱印状 8通 E代綱吉八代吉宗九代家重十代家治十一代家斉
十二代家慶十=代家定十四代家茂

2 御朱印I笥書上帳 一冊 慶応四辰年八月

3 当麻霊奈羅 縦109 横98 絹本。南北朝。

箱書「嘗摩霊奈羅一幅善光寺二十二世蓮園智貫代納入」
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II 文化財調査

本年度から2年計画で実施する光巌寺所蔵濯頂用具調査の第1年次として、平成10年3月16・17日に光巌寺で実施し

た。調査は、東京国立博物館金工室長原田 敏氏によって進められた。

この濯頂用具は密教寺院議において僧侶の儀式に使う江戸時代の仏具て¥大正15年に山形県立石寺に貸し出していた

ものが最近返却されたのに伴い調査を実施したものである。保存状態が良く、しかも一式残されている点で貴重である。

今回の調査では、濯頂用具のうち金工品なと‘を中心とし、独鈷鈴・宝珠鈴・三鈷鈴・宝珠杵・三鈷杵・五鈷杵・輪宝-

掲磨・金鐸・明鏡・道具箱・宝冠・燈台皿・花瓶・門標・三鈷・覆面について調査した。濯頂儀式に使う衣装や敷物、

墨棄羅等の他の諸道具については、次年度の調査を予定している。

-光巌寺所蔵濯頂用具調査

独鈷鈴 1口

高15.6 口径8.2 口厚1.0

銅鋳製鰻金。鈴身と鈷部は別鋳。鈴身は裾で大きく張

り出して、上から 条、子持三条、二条、子持三条の紐

帯を巡らし、肩に問弁付き八葉重弁の蓮弁帯を飾り、蕊

は肩の裾に至る。頂に鈷部を挿し入れるための立ち上が

りを設ける。舌は欠失。

鈷部は、把の中央に輪郭に線彫を加えた円形鬼目を4

個配し、その上下に八葉重弁の蓮弁を二条の紐帯で、約す。

独鈷は先で膨らみが強くなり、基部に節を一節作り出す。

宝珠鈴 1口

高16.6 口径8.2 口厚0.85

銅鋳聖鍍金。鈴身と宝珠部は別鋳。鈴身は独鈷鈴と同

じ作行で裾で大きく張り出して、上から一条、子持三条、

二条、子持三条の組帯を巡らし、肩に問弁付き八葉重弁

の蓮弁帯を飾るが、各弁は独鈷鈴のものより幅広で先が

丸みを帯びる。 I買に鈷部を挿し入れるための立ち上がり

を設ける。

鈷部の把も独鈷鈴と同様であり、上に共造りの四方火

焔付きの宝珠を配す。

三鈷鈴 1口

鈴身=高7.6 口径7.0 口厚0.6

杵部=長16.5

三鈷鈴の形成をなしているが、鈴身と鈷部は別物であ

り、しわ、も鈷は五鈷杵を改造したもので、片側の鈷は中

鈷のみを挿し込み用に残し、脇鈷はすべて切り落として

いる。またもう片側も脇鈷を二本切り落とし、三鈷とし

ている。

鈴身は銅鋳製鍍金。独鈷鈴、宝珠鈴と紐帯、蓮弁飾な

どの形態は全く同じである。

五鈷杵は銅鋳製鍍金。把の中央に周を二重に鋤出した

円形鬼目を4個配し、その上下に八葉三重弁の蓮弁を蓮

珠文帯で約す。独鈷は先へと尖がり、中鈷は基部に節を

一節作り出し、脇鈷は噛形を作り出す。

光巌寺に伝わる金剛鈴は三口が鈴身の形態が同様であ

り、おそらく五口を一異とした五種鈴として存在してい
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たものであろう。五種鈴は独、三鈷、五鈷、宝珠、塔の

各鈴を一臭としたものをいい、密教の修法檀には、東に

五鈷鈴、南に宝珠鈴、西に独鈷鈴、北に三鈷鈴、中央に

塔鈴を配するのが通例である。

光巌寺に伝わる濯頂私記などの文書類には寛文、延享、

享保などの奥書が記され、江戸時代を通じて濯頂用具が

整えられたとみられるが、これらの金剛鈴も江戸時代前

期から中期にかけて製作されたと考えられる。

宝珠杵 1柄

長18.3

銅鋳製鍍金。把は中央に横長の円形鬼目を三段に作り

出し、その上下に問弁付八葉三重弁の蓮弁帯を二本の紐

で約す。左右の蓮弁先に円形の座を設け、その上に4個

からなる宝珠を共造りとし、三方火焔を座にからくり留

めする。

金剛杵には宝珠杵があるところからも、本来五種杵を

なしていたとみられる。現在光巌寺には、この宝珠杵と

三鈷杵、五鈷杵の主種があるが、宝珠杵だけが江戸時代

の作と考えられ、三鈷杵、五鈷杵は現代の作である。

三鈷杵 1柄 /拘

長14.9

銅鋳製鍍金。

現代の作。

五鈷杵 1柄

長14.8

銅鋳製鍍金。

現代の作。

輪宝 1個

径13.7
三鈷杵部分名称

銅鋳製鍍金。八角輪宝。載(こく)は中心に盛り上が

り強い円を作り、その周りに八葉三重弁問弁付の蓮弁を

線刻する。轄(ふく)は独宣卦午形で中央に2力所節を作っ

て二分し、基部に蓮弁を表わす。朝(もう)は重圏式、

基部に三重圏、中央で半円状に膨らんだ帯を巡らし、刃

へと至り、各稜に刻みを入れる。

輪宝 1個

径=朝(もう)先の径9.2

鋒先の径10.7



銅鋳製鍍金。八鋒輪宝。重量(こく)は中心lこ盛り上が

りの強い円を作り、その周りに八葉三重弁問弁付の蓮弁

を線刻する。轄(ふく)は独鈷杵形で素文。朝(もう)

は重圏式、子持三条様に膨らんだ帯を巡らす。

光巌寺には、八角輪宝と八鋒輪宝との二種がある。載

(こく)の蓮弁が同趣であり、製作はともに金剛鈴と同

じく、江戸時代前期から中期であろう。

輪宝 1個 最

径三朝(もう)先の径10.8

鋒先の径12.2

銅鋳製鍍金。八鋒輪宝。

現代の作

掲磨 4個
i~ll .8 輪宝(八角蓮華式)部分名称

銅鋳製鍍金。中心部の載は盛り上がりの強い円を作り、

その周りに八葉三重弁問弁付の蓮弁を線刻する。鈷部は

基に三重弁問弁付の蓮弁を薄肉陽鋳で表わし、鈷は鋭さ

は欠き、鈷先は接着する。

載の蓮弁が輪宝と同様であり、製作は江戸時代前期か

ら中期であろう。

金錦 2柄

長①=16.8 ②=17.0

銅鋳製鍍金。両珠金鉾、

三鬼目式。線刻を加えて三

段盛とした横長鬼目を三列

に配して、その聞を斜線文

を線刻し、左右に三重弁問

弁付の蓮弁を八角二条の紐

で約す。 褐磨部分名称

2柄とも同様の作行きであり、金剛鈴や輪宝、掲磨と

同時期に整えられたものであろう。

金錦 1柄

長=16.3

木製赤、黒塗。両珠金鐸。鬼目はなく、 3節に蓮弁を

彫り、その刻線の溝を黒く塗る。両先端に宝珠とその受

台を作る。

木製の金鐸は濯頂儀式用であり、これも金属製のもの

と同時期に製作されたものであろう。

明鏡 1面

縦12.0 鏡部径7.3

銅鋳製鍍金、鏡部のみ鍍錫。表は中央に円鏡をつくり、

緑から一段窪ませて火焔を出す。裏は鏡部が口出し、中

央に孔をあけた納を作り出す。

明鏡は濯頂儀式において受者に「一切法の相即無相な

ること鏡中の像の如し」と悟らしめるために示すもので

ある。これも江戸時代初期から中期にかけての作であろ

『つ

道具箱 1口

縦36.45 横36.5

木製、正方形の浅い箱。側面下方に花弁様を3単位づ

っ透彫する。

底板表に、中央に明鏡、東に金鐸、西に払子と法螺、

南に輪宝、北に三鈷杵を朱で描き、 「西」と「南」の文

字を白(たぶん胡粉)で書く。

裏は中央に明鏡、東に法螺、西に金鐸と払子、南に輪

宝、北に三鈷杵を朱で描く。

宝冠 10頭

高19.5~20.4 各面の幅13.8~14.0

紙製、彩色。地を白色に雲母を入れ、緑、桟に銀箔を押

したものと、地を赤にし、緑、桟に銀箔を押したものと

が各5頭づつある。

燈台皿 50枚

縦8.3~8.8 横8. 7~9.0 厚0.65~0.7

十方神供用燈台皿。杉板製、隅切り方形。

花瓶 3口

⑦ニ高22.35 口径6.3 台径12.2

高22.2 口径6.4 台径12.2

②=高19.2 口径7.65 台径9.9

銅鋳製鍍金。⑦は胴が棄形となる他は頚、台脚など通

常の亜字形を呈し、台に比べ口が小さし1。頚に二条、脚

に三条の紐を巡らしている。

②は典型的な亜字形で、口と台の大きさも差が少ない。

頚に二条、胴に子持三条、脚に二条の紐を巡らす。脚に

「立石寺」の線刻銘がある。

花瓶は修法壇上の巴隅に配され、これに中央に大きめ

のものを加えることがあるが、光巌寺に残るものは3口

て¥しかも内1口は「立石寺」の銘文があり、大正15年

以来山形県立石寺に貨出していた濯頂用具類一括が平成

2年返却された際混入したものとみられる。製作時期は

胴が棄形をした2口は鈴、掲磨、輪宝などと同様、江戸

時代初期から中期にかけて整えられたもので的あろう。

門標 4基

高21.5~22.0 台縦幅8.7~8.8 台横幅14.6~14.7 

杉板製。台、権、台を重ね、その上に標札をのせる。

各標札には表裏金胎の菩薩名を墨書する。
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[墨書]

① ④ 

金 胎 金

東 北 西 南 1ヒ 東 南 西

ARahbE d 大 住 満 宅パヱ3ν2、 虚 無 号豊 無 解 悲 被

j荷 悲 盆E 国買 持 ずE 染 生 t后 目見 者 雑コ二

国買 者 戯 奉 主E主コ 無 着 念 B艮 奉 主主 色E二3

名 主巴主コ 論 教 薩 I后 使 主E二主3 執 教 薩 衣

使 薩 執 者 執 者 薩 金 者 在 執

者 金 金 同リ 金

同リ 同リ 剛

② 

=鈷 4枚

金 胎 高37.5 幅25.7

北 東 南 西
木製。表は二鈷の筋や節、蓮弁、蕊などを彫り出して、

金箔を押し、裏は平滑で弁柄を塗る。底部から左右に二

勝 利 種 著 乱聖 住 股状の突起を出し、その中心に竹ひごを挿し込んでいる。

解 益 々 雑 持 無
覆面 13枚

苛
大=縦16.9 横126.4

目見 衆 色 自 戯
小=縦6.9 横95.8

麗
使 生 衣 在 論 木綿、麻製。白7枚、赤6枚。横長の鉢巻状の帯、大

衣
者 主E二主3 

執
奉 主亡主コ 執 小あ1)。

薩 金
教 薩 金

平成2年度の『文化財調査報告書』第21集に報告され
剛 者 開。

た光巌寺所蔵濯頂用具について、個々の作品の詳細な調

査を行った。濯頂には結縁濯頂、伝法濯頂などがあるが、

今回調査した用具は伝法濯頂用のものである。伝法濯頂

③ については、前記報告書にも記されるとおり、法を修め

7こ僧が阿闇梨位を継承する印可を受ける儀式で、その儀

金 胎 式に使用する道具が濯頂用具であり、様々なものがある。

光巌寺の道具がいつ調進されたか、その正確な時期につ
北 東 南 西

いては明らかでない。今回の調査では日程的に全ての資

11妻 陀 虚 生E 利 無
料を調査できなかったが、その一部を収納していた箱に、

元文3年に死去した秋元喬房の菩提を弔うために寄進し
轄 羅 ヲ=r勺二 礎 益 垢

た旨が墨書されており、光巌寺を菩提寺とする秋元家の

勝 尼 盆E 奉 正E主コ 目毘 寄進が大きかったと推察される。

行 自 垢 教 薩 執 (調査者東京国立博物館金工室長原田一敏)

使 在 執 者 金

者 主E主コ 金 同リ

薩 同リ

5 



III 新指定文化財紹介

1 .石造観音菩薩坐像

-区分

・記号番号I

.指定年月日

・所在地

-所有者

・管理者

・概要

重要文化財

重第74号

平成10年4月10日

前橋市田口町309-2

他3名

この石仏は、安山岩製の観音菩薩坐像で、観音山古墳
Wv!5.tう

の円鵡J頁1こ安置されるo 二重の筆差益の上に半肉彫り

の坐像を乗せ、背に舟形の光背を負っている。蓮華座の

上段の蓮弁(蓮の花び6)は綿刻である。蓮華座、坐像、

光背とも一石のっくりである。
めいぶん おうえい えベ主

銘文は、像の右脇に「臆永二十年」、左脇に 1m問十
七日」と彫られ、西暦1413年に作られたことがわかる。

また、光背には、像の上部に観音「サ」、左側に観音

「サ」と金剛界釈迦如来「オン」、右側に阿弥陀如来

「キリーク」と荷踊如来「ウーン」の種芋 (仏教で仙を

表す究室日体を葉樹18(断面倒字形の彫り)で刻す。
像は通肩 (両肩を覆うように2枚の布を使った仙の衣

装)の厚肉彫りで、肩の張りが強い。宝冠を乗せた頭部

-6一

Uくぴ

は猪苗状に首をすくめた形に表現している。左手には蓮
むいいん

華を持ち、右手は施無畏印(畏怖の気持ちを無くさせる

仙の手の形)とする。衣はj自由i桂昌(坐禅のときの足の
組み方)した両膝の聞に、前下がりに表現されている。

この石仙は、鼻や目の一部を欠損するものの全体に保

存がよく、年号もあることから石仏研究の基準になるも

のである。また、本件の観音菩薩は、阿弥陀や地蔵が来

世を託すイムに対し、薬師とともに乱世における現世利益

を求める民衆信仰のようすを知る上でも貴重である。

[法量cmJ総高48.0 総幅42:5 像高30.0 像幅25.5



2.西大室町公民館のオハツキイチョウ

-区分 天然記念物

地番A“，
 nHU
 

月

間

叩

町

月

室
4
大

号

年

西

3
叩

市

第

成

橋

天

平

前
日

号

月
番

年

地

号

定

在

記

指

所

-所有者

・管理者

・概要

このイチョウは、西大室町の大室城跡に所在する西大

室町公民館のすぐ東に隣接して生育する、樹高25m、幹

の周囲目通り2.2mの雌株である。

オハツキは 「御葉付」て¥ギンナンがイチョウの葉の

縁辺につく奇態をしめすものである。これは、現在では

一般に見られない本来の形質が偶然に出現する、遺伝子

の 「先祖帰り」の現象である。このことはイチョウの花

器が葉から変形したものて"あり、また、大昔のイチョウ

の大部分がオハツキだったことを物語っている。

本件のオハツキは木全体ではなく、一部の桔に出現し

ているもので、またそれがオハツキイチョウの特色とも

なっている。ギンナンは葉の前線部につき、双方で栄養

分を取り合うためノJ、ぷりである。

本県では、他にこの種のイチョウは発見されておらず、

また関東地方て帆も国指定天然記念物の水戸市のイチョウ

に次いで2例目であり、大昔のイチョウの形質を今に残

西大室町自治会

西大室町自治会

す貴重な植物である。

-7一



W 文化財保護事業

1 .保護管理運営事業

本市に存在する豊かな文化財を保護し、活用するため

に、平成9年度において、次のような事業を実施いたし

ました。

( 1 ) 固有文化財の管理

国指定史跡の(総社)二子山古墳と(天J11 )二子山古

墳は、それぞれ地元の田中勝さんと堀口和田郎さんを固

有文化財監視人にお願いし、日常管理を実施しました。

また、除草作業や清掃作業等については、地元の総社

地区史跡愛存会と前橋市連合青年団の方々の協力を得て

実施いたしました。

(2 ) 固・県・市指定文化財管理

市内には、国指定文化財が21件、県指定のものが40件、

市指定のものが108件あり合計169件の指定文化財があり

ます。

各文化財には、標柱と説明板を設置し、これらの文化

財を訪ねる人々の利便をはかつております。

なお、区分については下記のとおりです。

① 指定区分別文化財 (10.4. 10現在)

X 
重 史 天 無 民 重 dEeコh 

要 然 再5 俗 要

文 言己 文 文 美

化 含、 化 化 術

財 跡 物 財 財 ロEコロ 言↑

国指定 3 11 。。6 21 
県指定 ー 34 5 。。 。40 
市指定 73 17 3 7 8 。108 
.0、
言十 110 33 4 7 9 6 169 Eコ

② 時代区分別文化財 (10.4. 10現在)

指定別 d竺> 言十Eコ
(件数) 国指定 県指定 市指定

時代別 件数 割合%

天 然 。 3 4 2.4 
原 世台 。 。 0.6 

古 代 15 3 16 34 20.1 

中 世 2 18 33 53 31.3 

近 世 2 15 40 57 33.7 

近 イて 。 3 4 2.4 

民 俗 。 15 16 9.5 

4E2コ‘ 計 21 40 108 169 100 

8一

(3) 史跡の除草・清掃事業

市内各地区に存在する史跡において、市が直接管理す

べきものについて、地元自治会やシルバー人材センタ一、

業者に除草・清掃作業を委託し、史跡が美しく保たれる

ように作業を実施しました。

実施箇所は、下記の表の通りです。

番号 物件名 区分 pn 在 面積

亀塚山古墳 市指定史跡 山王町1-28-3 2，484m' 

2 金冠塚古墳 市指定史跡 山王町1-13-3 2，407m' 

3 今井神社古墳 市指定史跡 今井町818 3，000m' 

4 草橋門跡 市指定史跡 大手町2-5-3 400m' 

5 酒井家歴代墓地 市指定史跡 紅雲町2-8-15 3，800m' 

6 天神山古墳 県指定史跡 広瀬町1-27-7 730m' 

7 八幡山古墳 国指定史跡 朝倉町4-9-3他 15，081m' 

8 前二子山古墳 国指定史跡 西大室町 他
2659 11，068m' 

9 中二子山古墳 国指定史跡 東大室町五料1501 16，000m含

10 後二子山古墳 国指定史跡 西大室2町6J内6-堀1他 12，283m' 

11 蛇穴山古墳 国指定史跡 総社町総社1587・2 1，793m' 

12 宝塔山古墳 国指定史跡 総社町総社1606 2，204m' 

13 女 I屈 国指定史跡 |果宮穴町至・飯町J二A 之h 19，776m' 

14 不二山古墳 市指定史跡 文京町 562m' 

15 荒路富士山古墳 県指定史跡 西大室町 1 ，270m' 

言十 ~858m'j 

( 4) 文化財パトロール

市内を6地区に分け、各地区に1名の文化財保護指導

員を委嘱し、指定文化財を中心に文化財パトロールを実

施しました。

文化財パトローjレの結果は、 月に 1 ~ 2 回程度文化財

保護課に報告していただき、管理していく上での情報を

伝えていただきました。そのため、緊急事態に対処する

ζ とができました。

各地区の文化財保護指導員は、下記の表の通りです。

地 区 氏名 住 pn 電話

中 央 福島守次 天川大島町

総社・清里 関口淳七 総社町総社

東・元総社 中島孝雄 石倉町

上川測・下川測 関根辰男 山王町

南橘・芳賀・桂萱 栗原秀雄 荒牧町

城 南 森村伊勢雄 富田町



(5 ) 前橋市歪糸記念館の整備及び管理

この建物は明治45年国立原蚕種製造所の本館として建

てられたもので、工ンタシス状の玄関の角柱、レンガ積

みの基礎、高い天井、大壁造、横箱白地板張など明治時

代の代表的洋風建物であり、昭和56年県指定重要文化財

になりました。

翌日年蚕糸記念館として一般公開され、ここには養蚕、

製糸関係の品々が展示されております。平成9年度の整

備では、雨樋の補修等を行いました。 7.328人の観覧者

でにぎわいました。

2.整備事業

(1) 歴史散歩道整備事業

平成9年度は、案内 ・休憩施設としての総社資料館の

開館に伴う管理 ・運営を中心として、雪害による屋根の

修理等を実施しました。

城南歴史散歩道計画については、女堀の公有地化と大

室史跡公園の進捗状況を勘案しながら、引き続き文化財

資源などの基礎調査等を進めています。

①総社資料館の整備

今年度は、山王廃寺関係の展示についての整備・充実

が図られ、見学者の文化財への興昧・関心を喚起し、理

解を深めることができるようになりました。特に、新た

に展示された山王廃寺塔心礎の複製及び構造説明模型は、

すでに複製された根巻石と組み合わされ、見学者が塔の

基礎部分の構造を理解しやすくなりました。

平成9年度の総社資料館開館日数は252目、この間に

5.800名余りの来館見学者がありました。

総社資料館パンフレット

②「第8回総社秋元歴史まつり」への協力

平成9年度総社秋元歴史祭りは11月8日(土)9日

(日)の両日、市内総社地区を会場に開催されました。

この催しは、総社元総社歴史散歩道を中心とした史跡 ・

文化財めぐり、バザーJレと一体化したイベン卜であり、

前橋市教育委員会でも後援しました。

また、これにあわせて両日に総社資料館て， I秋元名

宝展」を開催しました。展示品は、秋元和朝氏所蔵の無

の字槍 ・梨地家紋散細太刀、館林教育委員会所蔵の日光

山東照宮造営帳・秋元久朝日光社朝絵巻 ・秋元泰朝書幅

など28点て¥見学者は約2千人ありました。
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蚕糸記念館

(2 ) 二子山古墳(総社)修復工事

平成9年度は、平成6年度から10年度までの国指定史

跡二子山古墳修復事業の第4年次に当たり、前方部石室

周辺と周辺斜面の崩落防止工事と前方部及び括れ部の盛

士、植栽工事等を中心に実施しました。

また、最終年次の平成10年度の修復工事に向けて、万

全を期すためにも古墳全体を眺めて、土砂流出箇所や小

規模な崩落箇所に盛土や芝張りを行いました。

総社二子山古墳修復状況

秋元展のようす



(3) 文化財標柱・説明板・案内板等設置工事

平成9年度は、次にあげる指定文化財・史跡の標柱・

説明板の立て替え・新設を実施しました。昨年度に続き、

標柱には御影石、説明板にはステンレス材を使用し、耐

久性を高めるよう工夫するとともに、屋内に保管されて

いたり、民俗芸能など公演目が決まっていたりして、実

際に目にすることのできないものや目にしにくいものに

ついては、説明板に写真を挿入するなどして文化財の普

及に配慮しました。さらに、すべての説明板に文化財愛

護作品コンクーjレの標語の部で優秀貰以上のものを取り

付け、これを通して文化財に愛着を持ってもらうように

しました。

※ 標柱の立て替え ・新設 2基

① 市指定重要文化財「大徳寺の多宝塔」

(小杷木町大徳寺)

② 市指定重要有形民俗文化財「上泉の獅子舞」

(上泉町諏訪神社)

※ 説明板の立て替え ・新設 5基

① 市指定重要文化財「大徳寺の多宝塔」

(小相木町大徳寺)

② 市指定重要有形民俗文化財「上泉の獅子舞」

(上泉町諏訪神社)

③ 県指定重要文化財「十一面観世音像」

市指定重要文化財「日輪寺寛永の絵馬」

(日輪寺町田輪寺)

④ 市指定重要無形文化財「総社神社太々神楽」

(元総社町総社神社)

⑤ 市指定史跡「経塚古墳」

(東善町)

(4 ) 史跡境界杭の設置

平成九年度は、国指定史跡女堀の公有地化に伴い、女

堀「富田地区」の史跡境界を復元し、杭を設置しました。

3.普及事業

( 1 ) 第23目前橋市文化財展

-日時平成10年1月15日(木)~ 1月27日(火)

・会場前橋市中央公民館 1階ロビー

・テーマ 「よみがえる白鳳の寺 山王廃寺」

塑像・瓦・石造美術一

平成9年度の調査で、塑像をはじめとする注目すべき

出土物が数多く見つかり、マスコミにも大きくとりあげ

られたことから、市民の聞に山王廃寺に対する関心が高

まりました。

そこで今年度の文化財展は、 「よみがえる白鳳の寺

山王廃寺」一塑像 ・瓦 ・石造美術ーをテーマに、最新の

出土品である塑像の数々、山王廃寺の出土瓦や同箔の瓦

そして石製鴎尾(複製品)や根巻石(複製品)など山王

廃寺に関わる資料を展示・紹介しました。開催期間中、

1.500名以上の人たちが見学に訪れました。

立て替えた標柱

新設し7こ説明板

設置した境界抗(女堀〕

文化財展のようす
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(2 ) 第8回文化財愛護作品コンクール

児童生徒の文化財に対する愛護の気持ちを培うために

文化財愛護作品コンクーJレ(標語と絵画)と、 その最優

秀作品による文化財愛護ポスター作成を交互に隔年実施

しています。今年度はコンクーJレの年として、市内の小

中学校の皆さんから440点の応募をいただきました。

どの作品も優れたものでしたが、専門の審査員による ¥

慎重な審査の結果ト市長賞には次の2名の作品が選ばれ

ました。

<標語の部> 書上莱弓桂東小4年

1，心すませば聞こえるよ昔々の物語」

<絵画の部> 寺津愛 箱田中3年

なお、市役所12階市民ロビーにて文化財愛護優秀作品

展を実施しました。

- 期間平成9年12月 3 日~ 12月 12日

文化財愛護優秀作品展

(3 ) 内堀4号墳現地説明会

-期日平成9年7月21日 (月)

-会場前橋市西大室町内堀4号墳

前橋市では、大室に自然と歴史を生かした大室公園の

建設を進めています。内堀4号墳は、大室公園内にあり

国指定史跡中二子古墳の西側にある円墳です。この円墳

を、平成8年度にトレンチにより、石室の位置、周堀の

範囲を確認し、今年度全面調査を行いました。その結果

古墳の規模や墳lI.周堀 ・石室などの様子、馬形 ・人物

埴輪が出土するなど多くの成果を収めました。

この貴重な成果を市民の皆さんに知っていただくため

に現地説明会を開催いたしました。すぐ西隣りにある公

開したばかりの赤城型民家旧関根家住宅にも、大室古墳

群から出土した埴輸を展示し、併せて民家の見学も約

600名の方々にしていただきました。

( 4) 第25目前橋市郷土芸能大会

・日時平成9年11月8日 (土)
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午後 1 時~ 4時30分

-会場前橋市民文化会館小ホーjレ

昭和48年以来、市内に伝わる郷土芸能の保護 ・育成と、

広く市民に公開することで市民文化の向上を図ることと

を目的に前橋市郷土芸能大会を開催してきました。

本年度は、本大会の25周年 (四半世紀)を記念して、

「前橋広域市町村圏郷土芸能大会」と銘打ち、富士見村、

大胡町、宮城村、粕川村の4町村の共催を受け、前橋市

と4町村との9団体に出演していただきました。

当日、例年を大きく上回る800余名の来場者は、 3時

間余りにおよぶ熱演に大いに沸きました。そして、 「多

種多様な郷土芸能を観ることがで"き、~εても良かった。 」
という声が多くの来場者から聞かれました。

I IQ広域らい郷字奉者E大会i

0公演および出演団体

-横室祇園曜子 (同保存会) ー勢多郡富士見村横室

-大胡神社太々神楽 (足軽町太々神楽保存会) ー勢多郡

大胡町

-上泉町の獅子舞 (同保存会) 前橋市上泉町

-稲荷藤節 (泉沢町郷土芸能保存会) 前橋市泉沢町

-赤城神社太々神楽 (同保存会) 勢多郡宮城村三夜沢

・江田のかつぎ地蔵 (江田町子供会育成会) 前橋市江

田町

-住吉町二丁目の祇園踊子 (愛宕神社) 前橋市住吉町

二丁目

-飯玉神社太々神楽 (同保存会) 前橋市後閑町

-近戸神社獅子舞 (同保存会) 勢多郡粕川村月田

(5 ) 第16回文化財普及講座

本年度は、群馬県最古の寺院である山王廃寺に焦点を

あて、 「山王廃寺を考える 歩く・見る ・聞く 」をメ

インテーマに、群馬の地にも花開いた白鳳期・天平期の

文化を浮き彫りにする講座を開催しました。

各回とも講座に関わりの深い場所を会場とし見学と組

み合わせ、受講者にはたいへん好評でした。開催した講

座名と講師の先生などは次の通りです。

期日 フー マ
.d.. 場 議 師"I'ζ 

11/22伯 山王廃寺のあらまし 総社山王公民館 石川克博氏
(前橋市立時南小学問教頭)

11/29伺 総社古墳群と山王廃寺 総社公民館 右島和夫氏
(県埋文事業団課長

12/6∞ 山王廃寺と国分寺 上野国分寺跡 松田猛氏
ガイダンス施設 (県文化財慎重課指導主事)



(6 ) 文化財めぐりパンフレツト作成

これまで市内を6コースに分けた文化財めぐりパンフ

レットを希望する市民の皆さんの無償で配布してきまし

た。今年度は、 84判のパンフレツ卜をA3判に改め、

「総社・清里」と 「城南地区」のパンフレツ卜を作成し

ました。

パンフレツ卜の判を大きくしたのにともない、文字も

大きくし、より多くの市民の皆様が利用しやすいように

しました。

(7 ) 史跡・文化財めぐり

本年度も、 65団体3.300人以上もの史跡・文化財めぐ

りの依頼がありました。小学生の社会科見学や老人会 ・

自治会主催の史跡めぐり (天狗岩用水、総社資料館、大

室三二子古墳、赤城型民家など)で、前橋のすばらしさ

を理解していただきました。

(8) 各種講座等への講師派遣

地区公民館が主催する 「家庭教育学級」 などの文化財

講座 ・文化講演会や研究団体及び地域の歴史愛好会の研

究会などに講師として依頼され、文化財への理解を深め

るなど普及活動に努めました。

(9 ) 文化財防火査察

昭和24年1月26日に、奈良法隆寺の金堂壁画が焼失し

たことをきっかけに毎年実施されている文化財防火デー

は、今年度で42回目を迎えました。

今年度は、 1月22日 (木)に次の指定文化財所在地に

て防火査察を行いました。

前橋市査糸記念館、旧アメリ力ン・ ボード宣教師館、

妙安寺、東照宮、臨江閣本館・ 別館、 j原英寺、東福寺、

市立図書館、孝顕寺、円満寺、旧関根家住宅、無量寿寺、

二宮赤城神社、産泰神社、上野総社神社、光巌寺、徳蔵

寺、大徳寺、日輪寺、善勝寺、 小河原武吉氏宅。

また、1月26日 (月)には二之宮町慈照院において、

市指定重要文化財 (慈照院千手観音坐像)を火災から守

る防火演習を行いました。
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(10) 教材開発事業

学校教育、社会教育で活用されることを目的とした歴

史・文化財スライドを2力年で作成しています。 I前橋

の郷土芸能」をテーマとして、神楽・獅子舞・ 祇園 ・古

謡 ・かたりものなど市内各地に伝わる伝統芸能を、 昨年

度作成したものと合わせ、合計40コマを1セットとしス

ライド化しました。

(11) 文化財資料の貸出

文化財資料の貸出は、 1年間で22件、総点数141点に

も及びました。

主なものは次のとおりです。

貸 出 資 料 貸 出 先

山王廃寺出土 文字瓦 「放光寺」など 国土L歴史民俗博 物館

よ州 座 繰器な ど 群馬県立歴史 博物 館

前一子古墳出土小像の付いた円筒埴輪 栃木県立しもつけ風土記のE資料館
天神山古墳出土一禽一獣鏡など 松 山 考 古 自E
前子古墳出土須恵器など 局崎市立観音塚考古資料館

前一子古墳出土石見型盾形埴輸など館林市土L 資 料 館

( 12) 山王廃寺塔心礎の複製並び構造説明模型の作成

国指定史跡山王廃寺塔心礎の複製及び構造説明模型を

委託製作しました。すでに作成されている根巻石と塔心

礎を組み合わせたことにより、これらがどのように使わ

れていたのかが視覚的に分かるようになりました。

なお、製作された塔心礎と根巻石とを組み合わせた構

造説明模型は、総社資料館に展示してあります。

(13) 県指定重要文化財産泰神社保存修理

産泰神社は、本殿・幣殿 ・拝殿 ・神門の4棟を含む境

内地全体が、 平成6年3月に県指定重要文化財に指定さ

れました。しかし、長年の風雨のため屋根を中心とする

傷みがあり、平成7年度から3か年計画で、保存修理工

事を行いました。保存修理工事は以下のとおり実施され

ましたが、平成10年3月で竣工となりました。

平成7年度 |本殿幣殿拝殿

平成8年度 |本殿 幣暇拝椴 神門 防災工事

平成9年度 |神門・防災工事・神楽殿・鳥居

(14) 文化財保存団体への助成

市内で文化財保護・保存のために活動している次の文

化財保存団体に、本年度も補助金の助成を行いました0

.総社地区史跡、愛存会

-荒iiei史談会

・前橋市郷土芸能連絡協議会



4.埋蔵文化財発掘調査事業

平成9年度の発掘調査をふりかえって

平成9年度は28力所の発掘調査が行われた。発掘調査

は公共開発に伴うものが23件で、民間開発に伴うものが

5件である。公共開発では、公園整備1件、区画整理2

件、 土地改良 1件、道路改良3件、水道施設2件、宅地

造成1件、市営住宅1件、下水道建設1件、北関東自動

車道関連11件である。調査の総面積は49.505m'を測る。

北関東自動車道関連の調査が開始され、調査規模が拡

大したこと、民間開発に伴う発掘調査が多かったことが、

特長であり、例年に倍する調査が行われ、その協議・調

整・実施には多くの困難を伴った。

内堀遺跡群Xでは、古墳時代の住居跡・古墳 CM-4 

号墳)などが検出された。総社桜ケ丘町遺跡では平安時

代の住居跡が検出された。山王廃寺等遺跡では、金堂・

塔心礎・講堂の版築を検出し、回廊の一部を確認した。

また、多くの瓦片のほか塑像片約百点が出土した。この

資料は文化財展で展示された。元総社稲葉遺跡では中世

の堀が検出され、下新田中沖遺跡では平安時代の水田が

検出された。六供中京安寺遺跡では、古墳と周溝墓、古

墳から平安時代の住居跡などが検出され、六供下堂木III

遺跡では平安時代住居跡と水田跡が検出された。上佐鳥

中原前遺跡では平安時代の水田が、上川淵大屋敷遺跡で

は平安時代の溝と井戸跡が、上)11淵鶴巻遺跡では古墳か

ら平安時代の住居跡が検出された。山王若宮遺跡では、

古墳と古墳時代の住居が重複・集中して検出された。嶺

田地田遺跡では嶺城堀と縄文時代住居跡が小坂子新林遺

跡では平安時代の溝が検出された。王代桧峯II遺跡では

古墳時代住居跡が、近接する芳賀東部団地遺跡では平安

時代の住居跡が検出された。鳥取東原遺跡では古墳時代

の住居跡・墓跡が横出され、鳥取福蔵寺遺跡では縄文時

代から中世にかけての遺構が検出された。

また、北関東自動車道関連の調査は横手町から新井町

にかけて行われ、古墳時代から平安時代の水田が重なっ

て横出され、ほかに住居跡などが検出されている。この

発掘調査は10年度以降も本年以上の規模で行われる予定

である。

また、本年は25件の確認調査と14件の工事立ち会いが

行われた。

さらに、 9年度は、内堀遺跡で現地説明会が行われ、

多数の市民が訪れた。 M-4号墳から出土した埴輪群は

各方面から注目をあびた。

遺跡台帳整備事業では、台帳整備の他に荒牧小学校と

下山|淵小学校て輸の展示室設置に協力を行った。

.-銅鴎

山王廃寺跡出土塑像

平成9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表
番号 遺跡コ ド 遺 跡 名 所 在 地 調査面積附 調査原因 調査年月日

9A-80 山王廃寺等(さんのうはいじとう) 総社町総社2408番地先 3.260 下水道工事 平成9.8.20~10.2.14

2 9 E -11 内堀遺跡群X(うちぽリいせきぐん) 西大室町2510ほか 3.881 公園整備 平成9.5.21~9.12.15

3 9A-79 車通社縦ヶE:Il!Cそうじゃさくらがおか) 総社町桜ケ丘1037-1 48 宅地開発 平成9.7.23
4 9A-81 元総社稲葉11Cもとそうじゃいな1;<) 元総社町π南小学校庭南東隅 80 貯水僧建設 平成9.8.1~9.8.4 
5 9 H -26 六供中旦安寺 (ろつくなかきょうあんじ) 六供町936-3 6.800 区画整理 平成9.5 .29~ 9.10.17 
6 9 H -27 六供下掌木Il!(ろつくしもどうぎ) 六{共町840-3ほか 1.700 区画整理 平成9. 11 .6~9. 1 2.22
7 9G-17 上佐鳥中原目i](かみさどりなわ、はらまえ) 土佐鳥町773-1ほか 2.661 特別養護老人ホム 平成9. 4 . 23~ 9 . 5 .23 
B 9 C-13 芳賀東部団地(はがとうぷだんち) 鳥取町地内 623 宅地造成 平成9.7. 1 4~9.8.28

9 9 C -16 嶺団地田(みねたじた) 嶺町640ほか 264 道路建設 平成9.9.1 ~ 9.10.3 1

10 9 C -18 小坂子新林(C，ざ力、しあらばやし) 小坂子町278-1 120 道路建設 平成9.10.20~9 .11.20 
11 9 G-23 上川測大屋敷(かみかわ石、古おおやしき) 広瀬町2-16ほか 118 貯水槽建設 平成10.1.7~10.1.4 
12 9A-82 下新田中沖(しもしんでんなわ、おき) 下新田町285-2ほか 887 宅地開発 平成10.2.5 ~10.3.6

13 9 C -15 罵取東原 (とつとリひがしはら〕 鳥取町613-1ほか 690 道路建設 平成9. 7 . 1 O~ 9 . 7 .31 
14 9 C -17 鳥取福蔵寺(とっとり5、くぞうじ) 鳥取町590ほか 3.500 土地改良 平成9.10. 3 ~ 9 .12.25 
15 9 G-18 山王若宮(吉んのうわかみや) 山王町132.133ほか 966 特別養護施設建設 平成9.9 . 1 ~ 9.9.30

16 9 C -14 五代絵峯II(ごだいひのきみね) 五代町1301-3ほか 300 保育園建設 平成9.5.1~9.11.20 
17 9 H -32 女溝(おんなみぞ) 文R町丁目 144 区画整理 平成1O .3.2 ~10.3.4

18-1 9 G-19 横手湯田11(よ」てゆでん) 亀里町921ほか 1.692 北関東道路建設 平成10.2.2~10. 3 .20 
18-2 9 G-20 横手湯回目1(よ」てゆでん) 亀里町951-2ほか 1.517 北関東道路建設 平成9.12.1~10.2.6 
18-3 9 G-10 西田11( I~しだ) 鶴光路町255-1ほか 1.135 北関東道路建設 平成10.2 . 1 2~1 0. 3 .20 
18-4 9 G-22 西善尺司11(I~しぜんしゃくし) 西善町1.151-3ほか 1.704 北関東道路建設 平成9.12.1~10.2 . 6 
18-5 9 G-21 徳丸仲田II(とくまるなかた) 徳丸町107-2ほか 2.900 北関東道路建設 平成9.12.2 ~10.3.20

18-6 9F-4 下増田越渡Il!(しもますだ」えと) 下増田町1.533-3ほか 3.398 北関東道路建設 平成9.12.1~10.3.20 

18-7 9 E -36，41 萩原1I'1l!(はぎわら) 之宮町2.165-11ほか 1.737 北関東道路建設 平成9.1 1 . 1 8~ 10. 1 .29 
18-8 9 E -37 新井大田関1I(あらいおおたぜき) 新井町157ほか 814 北関東道路建設 平成9.12. 8 ~10. 1 .20 
21 9 G-24 上川淵鶴巻(わ、みかわふちつるまき) 広瀬町3-20ほか 8，566 市営住宅建設 平成10.2.2 ~10.2.12
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平成9年度試掘調査一覧表

市内遺跡外
番号 地 香 開発面積附 調 査 原 因 調査年月日 調 査 前者 栗

六供町地内 600 区画整理事業 9.4.24 遺跡地(六供下堂木遺跡)

2 泉沢町887-1ヲ卜 1.943 庖舗建設 9.5.13 遺構遺物検出されず

3 大渡町丁巴19-11 405.04 事務所建設 9.6.24 遺構遺物検出されず

4 六供町8517卜 1.700 区画整理事業 9.6.27、30 遺跡地(六供下堂木遺跡)

5 六供町705 1.410 区画整理事業 9.8.18 遺構遺物検出されず

6 嶺町小坂子町地内 1.400 事業 9.9.19 遺跡地(小坂子新林遺跡)

7 田口町字橘1104-3 100 I菩 10.1 .23 遺構遺物検出されず

8 箱田町3457卜 6.700 事業 10. 1 .23 遺跡地〔箱田川西遺跡)

9 元総社町字屋敷3684 2.240.26 倉庫建設 10.2.10 遺構・遺物検出されず

10 五代町674-2 120 通信用鉄I苔 10.3.4 遺構遺物検出されず

11 総社町総社字大屋敷村東1913-2 58226 アパート建設 10.3.11 遺構遺物横出されず

平成9年度表面調査一覧表
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一

一
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調 査原因

宅地造成

マンション建設
清扇扇衰窒福一

調査年月日

9.9.9 
9.11. 7 
9.12.16 

調査

遺構ー遺物検出されず
遺構・遺物検出されず

遺跡地試掘を要する

事者 果

平成9年度工事立会調査一覧表
番号 地 香 開発面積 m' 調 査 原 因 調査年月日 調 査 車吉 果
元総社町地内 100 送電線鉄塔 9.4.3 遺構遺物検出されず

2 文民町丁目140外 1.500 マンション建設 9.4.18 遺構遺物積出されず

3 文旦町丁目189-2 200 個人住宅建設 9.4.21 古墳堀検出(現状保存)

4 箱田町12657卜 1.691 宅地分譲 9.4.22 遺構遺物検出さ杓ず

5 徳丸町182-1 2.000 個人住宅 9.5.20 住居跡検出、緊急調査実施

巴 習大室町231-2 250 個人住宅 9.5.23 遺構遺物検出されず

7 上増田町1533 60 排水路建設 9.6.16 水田跡検出、緊急調査実施

B 大手町5

差電事ガ務霊柱ソ埋所墾ソ盤設建ン室設ス主タ事ンド建設

9.7.13 遺構・遺物検出されず

9 亀里町3627卜 4.000 9.7.14 遺構遺物検出されず

10 総社町局井98-2 200 9.8.29 遺構遺物検出されず

11 堀之下町231-1外 3.410 9.9.24 遺構遺物検出されず

12 之宮町地内 6.000 公園整繍 9.11.27、28 堀の土手検出、緊急調査実施

13 大手町147-1 597.7 教会建設 9.12.17 堀倹出、緊急調査実施

14 千代田町丁目11-13 160 居舗建設 10.2.4 哩撞塁塑襖出されず

平成9年度埋蔵文化財報告書一覧表
番号 報 告 書 名 遺 跡 名 発 行 者 発行年月日 備 考

総そう社じゃ桜封印が加丘rn 総社桜ヶE遺跡 目'J橋市教育委員会 平成10.3.31 本年度調査

2 時簡単葬 下新田中沖遺跡 目'J橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.31 Jリ

3 子守主報室等.五1主宰室長rn ハ供中目安寺遺跡六供下堂木遺跡 目リ橋市埋蔵文化財発砲調査団 平成10.3.31 " 
4 主在耕繭J 上佐鳥中原前遺跡 目'J橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.27 " 
6 さ山叫王うわ若間宮 山主若宮遺跡 刷橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 H 

6 主1~草草II 五代桧峯1I遺跡 削橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.31 " 
7 会話柔記箇晶 芳賀東部団地遺跡 副橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.31 " 
B 鳥とっ取とりひ東が凶原ら 鳥取東原遺跡 削橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.31 " 
9 鳥I論議1手 鳥取福蔵寺遺跡 骨J橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.31 " 
10 内うち堀ま仲遺間跡ぐ群ん× 内堀遺跡M4号墳 別橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 H 

11 高挙事白1I 横手j墨田遺跡 即j橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 H 

12 議語審白rn 横手湯田遺跡 目リ橋市埋蔵文化財発掘調査固 平成10.3.25 H 

13 ~白 II 西田遺跡 目リ橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 " 
14 歯量足当II 西善尺司遺跡 削橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 " 
15 f露五1軸 II 徳丸仲田遺跡 目リ橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 " 
16 下しも増ます田だ越こえJ渡どrn 下増田越渡遺跡 別橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 M 

17 詰績II 萩原II遺跡 l削橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 H 

18 品事実百曲II・慧蹟rn 新井大田II関遺跡・萩原1II遺跡 ~橋市埋蔵文化財発掘調査団 平成10.3.25 " 

14 



調査地等位置図

メ
O発掘調査地
・誠掘調査地(市内遺跡)

口 ff (市内遺跡跡)

.A.表面調査地

ム 工事立合地
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1 .山王廃寺等遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5千分の1前橋)

2.内堀遺跡群X

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1大胡)

事業名下水道建設工事(水道局)

所在地前橋市総社町1224番地ほか

調査期間平成9年8月初日~10年2 月 14日

担当者前原豊・宮内毅

調査面積 1400m' 

調査の経緯水道局から、山王廃寺が存在

する総社町山王地区の下水道築造工事に伴

う埋蔵文化財調査依頼書が提出された。工

事が山王廃寺の寺域全体に及んでいたため、

遺E刑呆護の観点から数回にわたる協議を行っ

た。しかし、地域に密接した工事で、すで

に回避できないことや、掘削幅が狭いため

遺構に与える損傷は少ない事や、山王廃寺

解明の基礎資料を得られる点で調査を受諾

した。調査は、重点箇所を発掘調査、それ

以外の地点については、すべて立ち会い調

査を行った。

立地前橋市の西端、標高129m前後の榛

名山東麓のE陵性台地に位置する。北東に

総社古墳群を配し、南西に上野国分僧寺、

尼寺が建立され、さらに南に上野国府が存

在するといった、上野国の政治中枢地域に

位置する。

調査の成果 トレンチによる調査は、 10本

となった。各トレンチとも原則として20m

ピッチの測量鋲をアスフアルト道路に打ち

事業名大室公園整備事業(公園緑地諜)

所在地前橋市西大室町2510ほか

調査期間平成9年 5 月 21 日~12月 15日

担当者戸所慎策-安立聡

調査面積 3881m' 

調査の経緯 公園整備事業に先立ち、公園

予定地内の埋蔵文化財を調査し公園設計の

基礎資料と記録保存を目的とし、公園緑地

課より依頼があり発掘調査に至った。昭和

62年度に始まり、今年度で11年目になる。

立地前橋市の東端、赤城山南麓のE陵地

に位置し、北に粕川村、東に赤堀町が隣接

する。周辺には大室3二子古墳をはじめ、

上縄引遺跡、侮木遺跡、赤堀茶臼山古墳な

どがある。

調査区のうち、管理用道路 ・内堀4号墳

排水管付設は内堀遺跡、住居跡を横出した

のは下縄引II遺跡になる。

旧石器時代排水管付設箇所で石器1点を

検出した。

縄文時代管理用道路と内堀4号墳周堀底

面で土坑各1基を検出した。縄文時代早期

末期から前期初頭の遺物を中心に、後期ま

での遺物をわずかながら検出した。

弥生 ・古墳時代 内堀4号墳の全面調査を

実施した。 6世紀後半に造られ、周堀を含

16 

込んで調査区を設定した。鋲には平面座標、

水準を取り付け、測量に備えた。なお、 20

mの調査区をさらに2m毎に細分し、セク

ション観察、遺物の収納、写真撮影、必要

に応じた図化作業の基準とした。

今回の調査により、①寺域の推定範囲、

②新発見の講堂、回廊の推定範囲を含めた

伽藍配置、③瓦溜まりの発見と塑像群の横

出等の重要な知見を得ることができた。

寺域については、塔から南西100m地点て・

築垣跡と推定できる版築を発見できた。こ

の版築を南限にし、僧坊もしくは食堂の建

物跡の北側まで計測すると南北200mとな

る。

主要な塔堂は、 I苔を東、金堂を西、講堂

を北に配置する「法起寺式」伽藍配置をと

ることが判明した。また、礎石群Bが回廊

跡となる可能性も生じた。金堂は、さらに

東西24m、南北22mまで拡大す7ることが判

明し、新Tこに検出された講堂芯東西30m、

南北22mの範囲まて曲確認された。

金堂の西から発見された「瓦j留まり」は

径10m、深さ2mの土坑からコンテナ200

箱を超す瓦類に交じって、塑像と壁材300

点余、金銅イム片、釘、風鐸片、金銅製品、

炭化材、土器等の多数の遺物が出土した。

めると直径約27mの円墳であることが判明

した。石室は、後世の石採りのため、壊さ

れていたが、南に閉口する横穴式石室であ

る。円筒埴輪、人物埴輪、馬形埴輪は、下

段平坦面に、器財埴輪 (叙 ・大刀 ・納盾)

は、墳頂部に設置されていたことが確認さ

れた。石室入り口の東側の下段平坦面から、

人物I直輸5個と馬形I軒高2個が古墳の造ら

れた当時の位置から傾出した。馬形埴輪の

前足の填E側に設置してある人物ti直輸は、

背中に鎌を貼り付けている。

弥生~古墳時代初頭の住居跡3軒、古墳

時代中期の住居跡3軒、後期の住居跡13軒

を検出した。弥生~古墳時代初頭の住居は

前年度までの調査と合わせると107軒を数

える。古墳時代中期の住居は前年度までの

調査と合わせると8軒になる。古墳時代後

期の住居は24軒を数える。今年度の調査区

は、古墳時代後期の住居の模出数が多い。

住居により、竃の位置は、東 ・西 ・北壁と

さまざまである。 13軒の住居は5世紀末か

ら6世紀中葉にかけてのものであるため、

前二子古墳や中二子古墳の築造時期と重複

をみせる。



3.総社桜ヶ..EIIII遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1前橋)

4.元総社稲葉II遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1前橋)

5.六供中京安寺遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1前橋)

事業名民間開発 (宅地造成)

所在地前橋市総社町桜ヶli1037番地の

28 

調査期間平成9年7月23日

担当者古屋秀登 -井野誠

調査面積 48m' 

調査の経緯宅地造成工事に伴い株式会社

コイデより確認調査の依頼を受け、平成9

年7月4日に確認調査を行ったところ、平

安時代の住居跡が確認された。事業者と協

議を行った結果、道路建設予定地を対象と

した発掘調査を実施することが決定した。

立地本遺跡地は前橋市の西北端、 JR群

馬総社駅の北方約1.5kmに{立置し、利根川

左岸の前橋台地上に存在する。本遺跡の北

事業名消防水利整備事業

所在地前橋市元総社町80-2 

調査期間平成9年8 月 1 日~ 4 日

担当者駒倉秀 井野誠 坂口好孝

古屋秀登 ・宮内毅

調査面積 100m' 

調査の経緯平成8年11月25日に、事業課

の消防本部警防課より本遺跡地での土木工

事の連絡が入る。協議の結果、保存は困難

であるとのことと、小規模て・あるため平成

9年度の工事着手時に併せて発掘調査を実

施することとなった。

調査の状況 調査地は群馬県市町村会館

(元総社稲葉遺跡)の西に接しており、同

一遺跡である。元総社稲葉遺跡では、縄文

時代の土坑、古墳時代溝、平安時代住居跡

中世の土坑・井戸 ・製鉄炉 ・道跡・ j蕎-水

事業名前橋都市計画事業六供土地区画

整理事業

所在地前橋市六供町936-3ほか

調査期間平成9年5 月 20日~ 10年3 月 31 日

担当者吉田聖二-林信也

調査面積 6.800m 

調査の経緯平成7年度より上記事業に伴

う調査依頼が継続して提出され、本年度で

3年目を迎えた。

立地前橋市街地から南ヘ約3kmの前橋台

地東方、利根川左岸の標高約95~96mのほ

ぼ平坦な土地に立地する。周囲には水田、

畑が点在する中、主要な幹線道路が縦横に

走り、大規模施設や多くの住宅が立ち並ぶ。

縄文時代早期~後期にかけての土器片

や石鎖、石斧などが機出された。

古墳時代古墳時代前期の方形周溝墓2

基、竪穴住居跡5軒などを積出。遺物はほ

とんどが石田川式土器であり、住居内から
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側隣接地には、昭和59年に発掘調査を行っ

た総社桜ヶE遺跡があり、その北50mには、

昭和62年に発掘調査を行った総社核ヶ丘II

遺跡が存在する。また、本遺跡の南方には

総社二子山古墳や宝1苔山古墳などを含む総

社古墳群が、さらに南に行くと山王廃寺跡

や国分寺跡が存在している。

縄文時代~古墳時代なし

奈良・平安時代調査の結果9世紀後半に

位置づけられる竪穴住居2軒を機出した。

遺物は墨書文字の入った完形の須恵器椀が

1点。その他にも完形の須恵器域1点をは

じめ、

差等の土器片が十数点出土した。

田跡中世の溝跡・堀跡が検出されている。

本遺跡では、溝跡が1条倹出されたが、

遺物は倹出されなかったものの、形状から

みて元総社稲葉遺跡につらなる中世の溝跡

とみられる。

は炉跡も確認された。年代は4世紀後半と

考えられる。他には古墳の一部が検出され、

周堀の底部から須恵器蓋杯や土師器杯、提

瓶、平瓶などが出土した。年代は7世紀初

頭に位置付けられる。

平安時代住居跡5軒を検出した。うち

1軒は貯蔵穴や力マドなどが確認されたが、

他の住居は大部分が調査区外にあるため詳

細は不明である。これらの住居跡は出土遺

物等から 9 ~10世紀と推定される。

中近世環濠屋敷のものと考えられる

濠跡が検出され、土橋の跡と思われる地点

から多数の石が出土した。



6.六供下堂木III遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5千分の1前橋)

7.上佐鳥中原前遺跡

遺跡位置図〔国土地理院2万5千分の1前橋)

8.芳賀東部団地遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5千分の1前橋)

事業名前橋都市計画事業六供土地区画

整理事業

所在地前橋市六供町845-4ほか

調査期間平成9年10月 31 日~10年3 月 31 日

担当者吉田聖二林信也

調査面積 1.700m' 

調査の経緯平成7年度より上記事業に伴

う調査依頼が継続して提出され、本年度で

3年目を迎えた。

立地前橋市街地から南ヘ約3kmの前橋台

地東方、利根川左岸の標高約95~96mのほ

ぼ平坦な土地に立地する。周囲には水田、

畑が点在する中、主要な幹線道路が縦横に

走り、大規模施設や多くの住宅が立ち並ぶ。

平安時代道路をはさむ東倶~から平安時

代後期の水田跡18枚を検出した。これらは、

事業名特別養護老人ホーム建設(民間

開発)

所在地前橋市上佐鳥町地内

調査期間平成9年4 月 23日~5 月 23日

担当者飯田祐二・佐藤則和

調査面積 2.661m' 

調査の経緯平成9年2月、社会福祉法人

上川会から特別養護老人ホーム建設に伴っ

て試掘を行い、平安時代の水田跡が確認が

された。協議 ・調製の結果、 4月に発掘調

査の委託契約を締結、発掘調査を開始した。

立地前橋台地の東端、前橋市街から南ヘ

約3kmに位置し、西方1kmには利根川が流

れる。地形はほぼ平坦で、現在も水田が広

がっている。

調査の概要 平安時代末期(天仁元年 -

1108年)の浅間山噴火に伴うAs-B軽石

事業名芳賀東部住宅団地拡張事業(前

橋工業団地造成組合)

所在地前橋市鳥取町地内

調査期間平成9年7 月 14日~8 月 28日

担当者飯田祐二 ・佐藤則和

調査面積 623m' 

調査の経緯 9年4月に前橋工業団地造成

組合から発掘依頼を受けた。その後、協議

調整を経て、 7月に発掘調査の委託契約を

締結、発掘調査を開始した。

立地前橋市街から北へ約5kmに位置する。

赤城山の南斜面、裾野の先端部にあたり南

に向かって傾斜している。

調査の概要住居跡2軒、掘立柱建物1軒、

溝1条を横出した。住居跡2軒は平安時代

の9世紀前半、溝は9世紀中ぱと思われる。

掘立柱建物については時代を特定すること

はできなかった。住居跡は現耕作土下約30

18 

1108年の浅間山の噴火に伴い降下したテフ

ラ層直下のものである。検出畦畔は14本、

大畦畔は確認されなかったが、その走行性

や区画性、周辺状況等から条里制水田跡の

可能性が考えられる。

一万四則に隣接する調査区は微高地になっ

ており、平安時代の住居跡3軒などが検出

された。うち 1軒はカマドが設けられ、堅

鰍な床面が確認された。他の2軒は重複し

ていたが、年代差はほとんどないものと考

えられる。出土遺物は土師杯、須恵杯、須

恵高台規などで、いずれも1O~11世紀にか

けてのものであることが判明した。

その他 この他、平安時代の遺物を伴う

溝跡や土坑などが横出された。

で埋没した水田跡19枚を検出した。遺構面

は現耕作土下約40~50cm(こあり t 水田と畦

目半の遺存状況は良好であった。 E検出された

畦畔は20本で、畦畔の構造は下幅60~100

cm、高さ 2~4cm、断面形は若干圧縮され、

偏平な形状に変形している。水口は3箇所

検出され、各水田への給水方法は標高差を

利用した「かけ流し」の方法と考えられる。

調査区南東部には畦畔を利用した水路と思

われる遺構も険出された。条理的地割につ

いては坪境畦畔が検出されなかったので隣明

言できないが、各畦畔の走向、方形の水田

区画、本遺跡より南東で坪境畦畔が確認さ

れていることなどから本遺跡の水田跡も条

理的地割の影響を受けていると考えられる。

~50cmのローム層を掘り込んでつくられて

おり、 2軒とも堅微な張1)床、石組みの竃、

周溝、煙道を有している。うち、 1軒の竃

は切石が鳥居状にしっかりと組まれており、

もう 1j軒は1m近い煙道が検出された。出

土遺物は土師器杯や須恵器高台規など14点

である。調査区南西部から北にかけて多く

のピットが検出されたが住居跡に結びつく

ものはなかった。また、南西部からは径3

mほどの風倒木痕が倹出された。



9.嶺田地田遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1大胡)

10.小坂子新林遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1大胡)

11.上川淵大屋敷遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1前橋)

事業名ふるさと農道建設 (農村整備課)

所在地前橋市嶺町640番地

調査期間平成9年9 月 1 日~ 9 月 19日

担当者前原豊・井里子誠一・古屋秀登

宮内毅

調査面積 560m' 

調査の経緯 ふるさと農道整備事業に伴う

表面調査依頼があり、踏査の結果、散布地

であることが判明した。そこで、試掘調査

を実施した結果、縄文時代の住居跡が検出

されたので、発掘調査に至った。

立地赤城山南麓の標高246mの丘陵性台

地に立地する。遺跡は南面する台地の西面

に集落が展開し、その面から西の低地に向

かつて嶺城の堀が新たに検出できた。

調査の成果調査の結果、縄文時代前期の

住居跡1軒、嶺城の堀2条と平安時代のj蕎

事業名ふるさと農道建設 (農村整備課)

所在地前橋市小坂子町278-1番地

調査期間平成9年10月 20日~10年10月 21 日

担当者前原豊

調査面積 200m' 

調査の経緯 ふるさと農道建設事業に伴う

埋蔵文化財の表面調査依頼があり、踏査の

結果、散布地であることが判明した。そこ

で、試掘調査を実施した結果、 j蕎が倹出さ

れたので、発掘調査の実施に至った。

立地赤城山南麓の標高237mの丘陵性台

地に立地する。この周辺一帯には開発行為

が入っていないことと表面調査が実施され

ていないため、遺跡地として認定されたも

のは少ないが、今後、遺跡数は増加するも

のと思われる。

調査の成果調査の結果、溝1条を検出し

事業名貯水槽建設工事 (水道局)

所在地前橋市広瀬町二丁目16

調査期間平成10年 1 月 7B~ 1 月 9 日

担当者前原豊

調査面積 118.4m' 

調査の経緯平成9年12月1日に水道局か

ら耐震性貯水憎の建設工事に伴う試掘調査

依頼が提出された。 12月19日に試掘調査を

実施した結果、平安時代の溝と井戸が検出

されたため、平成10年1月7日から9日に

かけて発掘調査を行った。

立地本遺跡は旧利根川が形成した崖線近

くの前橋台地に存在する。遺跡地の標高は

88m前後であり、広瀬川低地帯と4m前後

の高低差を測る。この地域は、広瀬古墳群

として知られているが、昭和40年代の住宅

団地造成に伴う緊急調査では古墳の調査も
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1条を検出した。縄文時代住居跡は前期黒

浜式期のものであり、住居跡の平面形は長

方形であり、南北4 . 8m 、東西5.2m を)~~I) 、

ほぼ中央部に石囲炉が存在していた。

嶺城について、山崎氏の研究によれば、

南北300m、東西150mの規模が想定されて

いる。今回の調査地は、嶺城の縄張りから

北lこ100mほど離れた地点である。しかし、

調査で横出された2条のi屈は、断面形態が

薬研をなし、うち つは幅4~ 5m、深さ

3.5mを測る規模を有することと、堀から

出土した火鉢、内耳鍋、熔熔等の雑器類が

16~ 17世紀代にまとまることから、嶺城の

I屈と考えられる。以上のことから、嶺城の

規模が南北400mまで拡大され、より広範

囲な城構えであることが判明した。

た。ほぽ調査区に直交する形で検出された

溝は幅1m て・深さ1O~20cmであった。この

j蕎の底面には、全線にわたって塁線面が確

認され、水の流れた痕跡も認められないこ

とから、溝としての機能よりも、踏み固め

られた結果と据えられる。浅い掘り込みか

ら推定すると道として使用された可能性が

高い。形成時期は浅間B軽石が覆土に混入

しないことから、それ以前と考えられる。

また、今回の調査では縄文時代の遺構・遺

物は検出されなかったが、表面採集で土器

片が確認できた。この地域帯は淡色黒ボ

ク土の発達が著しいため、縄文時代の遺精

が良好に保存されている可能性が高く、隣

接地から縄文時代集落の検出が期待できる。

十分になされなかった。近年、周辺の発掘

調査で、古墳以外の集落跡や水田跡の様子

が解明されつつある。

調査の成果発掘調査の結果、平安時代の

溝1条と井戸2基が検出された。 j蕎は、 lま

ぽ崖線に沿って延び、幅2m、深さ1.8m

を測る。溝の覆土上部から、 9世紀後半か

ら10世紀代の土器がまとまった形で検出さ

れた。溝の断面形態は逆台形をなし、底面

には砂粒が大量に堆積していることから、

用水路として機能したことと考えられる。

このように、文京町女溝に代表される濯

減用の水路が、旧利根川が形成した広瀬川

低地帯から前橋台地らむかって幾条か存在

することは確実である。



12.下新田中沖遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1前橋)

13.鳥取東原遺跡

~抗告
遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1大胡)

事業名民間開発 (宅地造成)

所在地前橋市下新田町285-2他

調査期間平成10年 2 月 5 日~ 3 月 19日

担当者古屋秀登 ・井野誠一

調査面積 815.6m' 

調査の経緯宅地造成工事に先立ち、平成

8年11月20日に確認調査を実施したところ、

平安時代の水田跡が+突出された。事業者と

協議を行った結果、開発予定地の道路部分

の発掘調査を実施することが決定した。

立地下新田中沖遺跡は前橋市街地から南

に約3.5kmの下新田町に所在する。本遺跡

の東方約500mには利根川が南流し、西方

約700mには近世初めに現吉岡町の利根川

から導水され、前橋市、高崎市、玉村町な

どの利根川右岸 帯の濯j既用水として利用

されてきた滝川が南流している。またこの

滝川|から分流された殿田用水がすく・北を東

流している。本遺跡が立地する前橋台地は、

古代から水田が営まれていた地域であり、

周辺には白高遺跡をはじめ、同時期の水田

遺跡としては、五反田遺跡、五反田II遺跡、

村前遺跡、前箱田遺跡、勝呂遺跡、柳橋遺

跡、稲荷遺跡等がある。

縄文時代~古墳時代なし

事業名公共開発 (現道拡幅工事)

所在地前橋市鳥取町613-1 f也

調査期間平成9年7 月 10日~ 7 月 31 日

担当者坂口好孝 ・轟塩明男

調査面積 690m' 

調査の経緯平成9年4月、土木課より上

記工事に伴う埋蔵文化財試掘調査依頼が提

出され、試掘調査を実施したところ遺跡地

であることを確認した。5月発掘調査の依

頼が提出され、土木課と協議-調整を行し¥

7月に発掘調査の委託契約を締結し、現地

での発掘調査を開始するに至った。

立地鳥取東原遺跡は、前橋市街地から北

東ヘ約4.5kmに位置している。本遺跡の南

方2kmには古利根川の断崖が北西から南東

にかけてみられる。遺跡地周辺の地形は南

面緩傾斜地であり、赤城山麓に)療を発する

中小の河川が南流し部分的に開析谷を形成

している。東西に細長い調査区は台地上と

谷地でかなりの比高差を測る。現在、台地

上では桑畑を中心とした畑が広がっていて、

開析谷にあたる谷地の部分では水田が開け

ている。また、周辺は芳賀東部団地遺跡、

芳賀西部団地遺跡、芳賀北部団地遺跡、嶺

城跡等の縄文時代~近世の遺跡が密集する

遺跡濃密地域である。

調査の概要現道路拡幅工事の拡幅部分の
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奈良・平安時代調査の結果1108年の浅

間山噴火に伴う軽石層 (As-B軽石層)

に覆われた平安時代の水田跡14面、南北に

走行する畦畔7本、東西に走行する畦畔7

本、水口6力所、溝2条を検出した。

水田の形状は調査区が狭小なため、四囲

が畦畔に固まれた完全な形のものはなく、

判別は難しかった。

自主目半の形状はいずれも押し潰れh台形を
呈していた。南北の畦畔はほぼ座標北方向

に走行し、東西の畦畔はこれと900 でT字

状に交差している。なお調査区西端より検

出された畦畔は幅員が広く、その規模から

大畦畔と考えられた。さらにこの畦畔の北

側の部分では、 2本の畦畔が並列して走り、

畦畔閣の谷聞は溝状になっていた。

水口は東及び南方向に配水するように作

られていた。

水田の土壊は粘性 ・締まりのある黒褐色

土で5cm程度の厚さがあり、 7.R稲栽培に適

した土壌て・あった。

みの調査であり、東西にかなり細長い調査

区となっている。調査区内でも谷地の部分

では水が湧出し、遺構が確認できなかった。

結果、古墳時代中期 (5 世紀終末~ 6世紀

初頭)に位置づけられる竪穴住居1軒、土

坑7基を検出した。そのうちの土坑1基は

近世の埋葬施設であった。調査区の関係上、

住居跡は1/3ほどの調査となり完掘でき

なかった。遺構面から床面まで10cm弱と浅

く残存状態の悪い住居跡であり、 竃なども

機出されなかった。遺物は弱い外稜と鋸歯

文を持つ高杯と内斜口縁を持つI平を出土し

ている。土坑は埋葬施設1基を除き遺物が

まったく無く、構築時代、用途などは不明

である。そこで、今回検出された埋葬施設

を紹介する。棺の形は、方形木棺と恩われ、

副葬品は磁器小皿、土師質皿型土器、古銭

18枚が出土した。被葬者は、頭部を南に向

けてあぐらをかいているように足を組んだ

状態で仰向けに葬られたと思われる。また、

小皿や土器は日常雑器として被葬者の身分

を示すものであり、古銭は 「六道銭」など

当時の風習をうかがい知ることができる。



14.鳥取福蔵寺遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5千分の1大胡)

15.山王若宮遺跡

遺跡位置図(国土地理院2万5千分の1大胡)

事業名公共開発(鳥取町土地改良事業)

所在地前橋市鳥取町590他

調査期間平成9年10月 3 日 ~12月 25日

担当者坂口好孝 ・虞塩明男

調査面積 3.500m' 

調査の経緯 上記事業に先立ち確認調査を

行った結果、住居跡等が密集する遺跡包蔵

地であることが確認された。平成9年3月、

鳥取土地改良事業共同施行より上記事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が提出された。

鳥取土地改良事業共同施行と協議 ・調整を

行い、 9月に発掘調査の委託契約を締結し、

10月現地での発掘調査を開始するに至った。

本年度は2年計画の1年邑である。

立地鳥取福蔵寺遺跡は、前橋市街地から

北東ヘ約4.5kmに位置している。本遺跡の

南方2kmには旧利根川の断崖が北西から南

東にかけてみられる。遺跡地周辺の地形は

南面緩傾斜地であり、赤城山麓にj原を発す

る中小の河川が南流し部分的に開析谷と台

地を形成している。現在、台地上では桑畑

を中心とした畑が広がっていて、開析谷に

あたる谷地の部分では水田が営まれている。

また、周辺は芳賀東部団地遺跡、芳賀西部

団地遺跡、芳賀北部団地遺跡、嶺城跡等の

縄文時代~近世の遺跡が密集する遺跡濃密

事業名老人保健施設建設工事(民間開

発)

所在地前橋市山王町地内

調査期間平成9年9 月 1 日~9 月 30日

担当者飯田祐二 ・佐藤則和

調査面積 966m' 

調査の経緯 9年7月に医療法人社団清宮

医院の依頼で試掘調査したところ、古墳の

周堀と思われる遺構を横出した。そのため、

本発掘調査にむけて協議-調整を行い、 9

月に発掘調査の委託契約を締結し、発掘調

査を開始した。

立地前橋市街から南東ヘ約5km、前橋台

地の東端、旧利根川河川敷である広瀬川低

地帯の右岸に位置する。広瀬古墳群の南端

に位置し、周辺にはかつて古墳が多数点在

していたものと思われる。

調査の概要古墳時代の住居跡14軒、古墳

7基を検出した。住居跡は出土遺物の特徴

から4世紀後半から5世紀にかけてのもの

と思われる。いずれの住居跡も古墳構築以

前に作られていたと考えられ、古墳構築の

際に住居跡上部は壊されていた。明確な炉

跡は検出されなかったが炉跡と思われる焼

土が確認された。出土遺物は石田川式土器

が多数あり、台付歪や霊、高杯、器台など

21~ 

地域である。

縄文時代古墳時代の住居跡と重複する

形で縄文住居跡2軒、埋蓬土坑1墓、落込

み2基を横出した。遺物は縄文時代前期の

諸磯b'cを主体とする土器や石器を出土

している。

古墳時代古墳時代後期の住居跡8軒を

検出した。そのうち、竃を長胴蓬で補強し

である住居跡が3軒あった。遺物は護、杯、

甑、鞠などを出土している。

奈良・平安時代住居跡31軒と精練鍛冶

工房跡1軒を検出した。この精練鍛冶工房

跡は原料から取り出した鉄の純度をさらに

高める精練と鉄製品を作成する鍛造の二工

程を 力所でする遺構であり、遺物も羽口

完形 ・破片、鉄釦破片、鍛造チップ、鉄j宰

総量38k守と県内でも屈指の情報量を含むも

のであった。全体的に鉄製品が多く出土し

ている。

中近世掘立柱遺構1棟、竪穴状遺構1

軒、井戸跡2基が区画された形で検出した。

この区画は傾斜地を削平 -整地したと思わ

れ、中世以前の遺構遺物がまったく検出さ

れなかった。この区画は、出土遺物などか

ら中世末~近世初頭の遺構と思われる。

27点であった。中にはS字口縁内面に横方

向のハケ目を持つ比較的古い台付聾も出土

した。古墳は後世の耕作等によりいずれの

古墳の墳丘部も平夷され、周1屈のみが僚出

された。また、調査区が限られていたため、

全容を検出て・きた古墳はなかった。確認で

きた周i屈から想定するといずれの古墳も直

径1O~15mの小円墳と思われる。墳E部が

平夷されていたため主体部の構造等につい

ては不明だが、古墳周辺に破棄されていた

石が古墳に使用された石と思われ、その石

材は角閃石安山岩である。出土遺物につい

ては円筒埴輪12基、形象埴輪1基が出土し

たがすべて 1基の古墳からて輸あった。その

ため、ほかの埴輸を伴わない6基の古墳は、

この古墳以降の時期に構築されたと思われ

る。本遺跡の古墳群の構築時期については

6世紀後半から7世紀中葉にかけての時期

と想定される。



16.五代桧峯II遺跡

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1大胡)

17.女溝遺跡

J
~

、1
・ず

遺跡位置図 (国土地理院2万5千分の1前橋)

事業名民間開発 (保育園建設工事)

所在地前橋市五代町1301-3 他

調査期間平成9年5 月 1 日~ 5 月 30日

担当者坂口好孝轟塩明男

調査面積 300m' 

調査の経緯平成8年11月、社会福祉法人

ふたぱ会より上記工事に伴う埋蔵文化財試

掘調査依頼が提出され、試掘調査を実施し

たところ、遺跡地であることを確認した。

そこで、 9年3月発掘調査の依頼が提出さ

れ、社会福祉法人ふたぱ会と協議 ・調整を

行い、 4月に発掘調査の委託契約を締結し、

5月現地での発掘調査を開始するに至った。

立地五代桧峯II遺跡は、前橋市街地から

北東ヘ約5kmlこ位置している。本遺跡の南

方2.3kmlこは古利根川の断崖が北西から南

東にかけてみられる。遺跡地周辺の地形は

南面緩傾斜台地であり、桑畑 ・牧草地等が

広がっていて、開析谷にあたる箇所では水

田が開けている。また、周辺は芳賀東部団

地遺跡、桧峯遺跡、桧峯古墳、新田塚古墳

等の縄文~近世の遺跡が密集する遺跡の宝

庫である。

調査の概要 し字状の鉄筋建築部分のみの

調査であり、古墳時代後期 (7世紀初頭~

中葉)に位置づけられる竪穴住居跡2軒、

事業名土地区画整理 (区画整理第コ果)

所在地前橋市文京町二丁目

調査期間平成10年 3 月 2 日~ 3 月 4 日

担当者前原豊

調査面積試掘調査 144m'

調査の経緯 天川地区土地区画整理事業に

伴い前橋古河線道路拡幅に係る埋蔵文化財

の調査依頼が提出されたため、試掘調査を

実施した。

立地前橋台地を斜めに横切る地割りは、

活塞図にも示され、古文献に「女溝」といっ

た名前が見え、通称「前高斜め道路」と呼

ばれていたものであるが、区画整理事業に

よって、その地割りも消滅しつつある。昭

和43年版の都市計画図によれば、三河町松

竹院のあたりが北端で、南は文京町天川二

子山古墳のあたりまでの延長180mまで幅1

60mの平行な地割りが認められ、その南は

末広がりとなって行く様子が観察できる。

調査の方法 道路拡張予定地のうち延長

160mに16力所の試掘坑を設定した。

調査の成果東西140m離れた地点から用

水路と考えられる大溝を2条検出したため、

西側を1号女溝、東側を2号女j蕎と呼んだ。

1号は、推定上幅10m、深さ3.8mを測る。

覆土中位に、 1108年浅間火山噴出のAs-
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焼土坑1基、土坑8基を検出した。調査区

の関係上、住居跡て事完掘できたのは1軒だ

けであった。そこで、完掘できた住居跡を

載せる。規模は南北6.0m、東西6.0m、で

面積34m'を測り、かなり整った正方形て事あ

る。遺構面は北東から南西に大きく傾斜し

ている。この住居の付随施設としては出入

り口と思われる部分の床面、壁画にそれぞ

れ2基柱穴があり、悌子をかけた出入り口

施設と推測できる。また、住居床面を一旦

掘り起こし、西側1/3を貼り床にしてお

り、除湿対策をこうじたものと思われる。

さらに、貼り床の下から柱穴2基が検出さ

れた。竃は、北壁東寄りに位置し、煙道部

が住居から少し出る程度で主体は住居内に

ある古墳時代の一般的な傾向を示すもので

あった。住居内の主柱穴、貼り床下の柱穴、

壁タ卜の支柱穴、霊木穴などから上屋の立て

替えを含めた計画的な住居の狐張 -改善が

行われたことが考えられる。 ~~ I)床もこの

時に造られたものであろう。このように、

残存状態が非常に良好な住居跡のわりに、

完形に近い出土遺物はなく、住居廃棄の原

因が突発的事故によるものでないこと示し

ている。

Bテフラ層が堆積することから、開削はそ

れ以前に遡る。また、 2号女j蕎も幅10m、

深さ3m以上を測り、 j誇を覆った地層から、

開削は中世頃と推定される。



18.北関東自動車道(側道)関連発掘調査

0調査に至る経緯

北関東自動車道建設に伴った埋蔵文化財発掘調査は、平成7年度より群馬県埋蔵文化財調査事業団が本線部分の調査を開始し現在も調査

継続中である。本市教育委員会では本市北関東自動車道対策室と協議・調整を重ね、今年度より隣接する側道部分の調査を実施することと

なった。

調査については、前橋市埋蔵文化財発掘調査団が主体となり、調査団とその立ち会い指導のもとに、調査委託者の山武考古学研究所並び

にスナガ環境測設株式会社の三者によって行われた。

0遺跡の概要

遺跡名

横手湯田1I.1Il遺跡

西田 II遺跡

徳丸仲田 II遺跡

西善尺司 II遺跡

下増田越渡III遺跡、

萩原 II.III遺跡

新井大田関II遺跡

横手湯田II.III遺跡

遺跡位置図(国土地理院前橋)

所 在 I也 調査面積所 険 出 遺 +喬

亀里町921他 3209 古墳時代~平安時代

鶴光路町255-1他 1135 古墳時代~平安時代

徳丸町107-2他 2900 古墳時代~中世

西善町1151-3他 1704 古墳時代~近世

上増田町1533-3他 3398 古墳時代~中世

二之宮町2165-1他 1737 古墳時代~平安時代

新井町157他 814 古墳時代~近世

調査期間平成9年12月1日~平成10年3

月20日

調査面積 3209m' 

立地本遺跡は市役所 ・県庁などの所在

する中心地よリ南ヘ8km、西方1.5kmには利

根川が南流する前橋台地の中央よりやや南

西に立I位する。

古墳時代 Hr-Fa下水田は残存が悪く、

遺構の横出は畦畔1条のみで、遺物も全く

なかった。
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平安時代圃場整備前の河道、農道、暗渠

等により破壊されていない部分からAs-

B軽石に埋没した水田耕作面を憤出し、幅

40~70cmの南北畦畔10条、東西畦畔8条を

検出。 j蕎状遺構は20条検出したが、水田と

同時期のものは少数であった。

中世利根川の洪水により埋没した水田

面を確認したが、畦畔等の遺構は検出でき

なかった。



西国 II遺跡

徳丸仲田II遺跡

西善尺司II遺跡

下増田越渡III遺跡

萩原II.III遺跡

新井大田関II遺跡

調査期間平成9年12月1日~平成10年3

月20日

調査面積 1135m' 

立地前橋の中心市街地より南約7kmで、

東方約150mには端気川が流れ、南は前橋

南 IC予定地と隣接している。

平安時代 As-B下水田面では水田耕土
と思われる黒色土壌を確認したものの遺構

の倹出はなかった。しかし、黒色土壌の下

調査期間平成9年12月1日~平成10年3

月20日

謂査面積 2900m' 

立地前橋の中心市街地より南東約6.5

km、両毛線駒形駅の南西約2.9kmlこあり、

調査区東端の藤川は西善尺司遺跡との境界

となっている。地形は混在する微高地と後

背湿地が基調となる。

古墳時代掘立柱建物1棟、溝状遺構1条。

調査期間平成9年12月1日~平成10年3

月初日

調査面積 1704m' 

立地前橋の中心市街地より南東約6.3

km、両毛線駒形駅の南西約2.6kmlこあり、

前橋台地の東端付近、標高約75mで水田や

畑の広がる平坦な場所に位置している。

古墳時代微高地の聞の狭小な谷地を利用

したHr-Fa水田や溝、微高地では方形周

調査期間平成9年12月1日~平成10年3

月20日

調査面積 3398m' 

立地前橋市南東部、両毛線駒形駅より

南東約 2kmの場所にあり、西を荒li~川、東

を萩原遺跡のある舌状台地に挟まれた低地

に存在する。

吉積時代荒li~JII東縁より方形周溝墓、粘

土採掘坑を検出。調査区のほぼ全域よりA

調査期間平成9年11月18日~平成10年3

月20日

調査面積 1737m' 

立地本市中心市街地より南東ヘ11kmlこ

位置する。東を神沢川、西を宮川、荒li~川

に挟まれた舌状台地の縁辺部にあり、東は

新井大田関II遺跡と隣接する。

古墳時代 4世紀から6世紀の住居跡3軒

調査期間平成9年12月1日~平成10年3

月20日

調査面積 814m' 

立地本市中心市街地より南東方向に11

km程で、東に神沢川、 西に宮川、荒li~川に

挟まれた自然堤防状の微高地縁辺部に位置

している。

古績時代調査区東よりに、幅2m、深さ

23cmの溝1条を検出。二重のi屈で時期を変
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層より住居跡10軒、土坑53基、溝状遺構19

条、小ピット72基が全面にわたり検出され、

土師器、須恵器、灰紬陶器などの出土遺物

により時代は 9c後半~10c 前半のものと

考えられる。土鍾や鉄製品の出土もあった。

また、端気川より取水したと見られる幅

5.2m、j深菜さ8出5cmて

j溝蕎1条も検出しfたこ。

奈良時代土坑2墓、溝状遺構1条が確認

され、遺構からは須恵器碗や須恵器長頚壷

の破片が出土している。

平安時代藤川西縁で住居跡2軒 ・土坑4

墓・溝1条を険出。竃周辺より須恵器や灰

紬陶器が出土。一方、水田耕土は検出され

たものの、明確な畦畔や水田耕作に伴う遺

構は検出されなかった。

溝墓の周溝隅部を検出した。

平安時代 As-B軽石下水田跡では南北
畦畔10本を検出。藤川東岸付近では竃を有

する住居跡2軒、断面が薬研堀を呈する溝

を確認し須恵器高杯などが出土している。

江戸時代土坑墓6基を検出。方形木棺3

墓、円形木棺2墓、直葬1基で遺物は主に

古銭や陶磁器片であった。

s-C;毘土水田跡を広範囲で倹出した。

平安時代弘仁九年 (818年)の地震に伴

うとみられる洪水層によって埋没した水田

跡を宮川以西で倹出。荒話川と宮川の聞で

はその面を上面より掘り込んだ9世紀後半

の集落跡 (住居跡12件、掘立柱建物2棟、

土坑8基)を検出し、さらに上面からはA

5-B下水田跡を全面で確認している。

を検出。遺物は4世紀と考えられる土師器

片などが出土した。

平安時代調査区西部からは9世紀から10

世紀と恩われる住居跡4軒を倹出。出土遺

物は土師器や須恵器の菱、杯、羽釜などが

出土した。また、東部からは畦畔を伴った

As-B軽石に埋没した水田跡が検出され
た。

えて使用された可能性があり、流れ込みと

思われる土師器片7点を検出。

平安時代 As-B軽石堆積層下に水田耕
土面を験出。自主目半の検出はなかったものの、

人や馬の踏跡と思われる窪みを検出。遺物

は須恵器、土師器片で15点のみであった。

近世 As-B軽石堆積層上面より掘り
込まれたj蕎1条を検出。



19.遺跡台帳整備事業

(下川淵小学校における資料展示)

20.調査会調査

警警警夢
(J 11白田遺跡出土遺物)

事業名遺跡台帳整備事業

事業期間平成9年4月1日~平成10年3

月31日

担当者井野誠一 ・古屋秀登

事業の概要遺跡台帳整備事業では、年聞

を通じて市内での発掘調査や各種確認調査

の資料を元にして、遺跡の資料を台帳化し

ており、その資料を元に各種開発に対応を

している。

平成9年度は、市内遺跡の一覧表(作成

済)をもとにして、古墳台帳の作成を継続

した。作成は10年度以降も続く予定である。

遺物の整理では、大室古墳群出土の埴輪

石器て・未整理になっていたものの、復元お

よび実測をおこなった。

資料整備としては、市指定史跡の文京町

所在の不二山古墳の測量を行った。

前橋市内の開発に先立つ埋蔵文化財発掘

調査地で、県教育委員会を中心として調査

会を設立し、市教育委員会も役員として参

加し、発掘調査を行っているもの。市内の

国県事業にかかわるもので、発掘調査は

民間調査機関に委託をして実施している。

事務手続きの一部と、遺物の管理は市教

育委員会で担当している。

平成9年度は、東大室町の多田山住宅団

地遺跡の調査及び小坂子町の川白田遺跡の

整理作業が行われた。
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資料の展示では、市役所階のガラスケー

スに「天神山出土品復元品」 ・「消防団資

料」等の展示を行った。また、学校への貸

し出し・展示では荒牧小学校及び下川淵小

学校での資料室整備及び展示の支援を行っ

た。これは、 10年度以降も行う予定で準備

を行っている。

普及資料作成では、平成8年度発掘調査

の成果をパンフレツトにまとめ配布を行っ

た。 8年度は内i屈遺跡の小二子古墳を中心

に作成を行った。



5.大室公園史跡整備事業

( 1 ) 大室公園史跡整備委員会

今年度も、大室公園史跡整備事業の推進に当たり、そ

の万全を期するために学識経験者及び関係職員で組織さ

れた史跡整備委員会を中心に、整備計画及び整備内容の

検討を十分に行った上で事業を実施してまいりました。

また、詳しい内容については別記しましたが、委員会開

催と共に、その下でより専門的、実務的な事業を担当す

る3つの専門部会 (古墳整備部会、民家変遷部会、資料

館部会) についても、例年と同様に、それぞれ3 ~ 4回

開催し、節目節目て・具体的事業内容の検討に当たってま

いりました。

0平成9年度大室公園史跡整備委員会の経緯

平9. 5. 12・文化庁への事業報告及び指導

7. 7 

9. 8 

平10.1. 27 

1/ 

1/ 

1/ 

2. 27.平成9年度大室公園史跡整備委員会開催

(通算11回目)

3. 26 文化庁への事業報告及び指導

大室公園史跡整備委員会の様子

(2 ) 古墳整備部会

国指定史跡大室4古墳に関しては、これまで、整備に

そなえて古墳の規模、形状、構造等を正確に把握するた

めの発掘調査の実施、及び、その調査結果を基にした、

4古墳それぞれの整備基本設計の作成がすでに完了して

います。今年度は、それらの成果を受けて、 4古墳整備

の皮切りとして後二子古墳の整備に着手しました。後二

子古墳の整備期間は平成9年度から11年度までを計画し

ており、今年度は、 3力年にわたる整備工事の実施設計、

及び、墳丘上段部分を中心とした保存修理を実施しまし

た。

また、加えて、実施設計に必要なデータを収集する目

的て¥後二子古墳、並びに平成10年度より12年度までの

3力年で整備を予定している中二子古墳について、古墳

-26-

の縦横断測量及びボーリングによる地質調査を実施しま

した。

0後二子古墳整備実施設計 ( 部抜粋)

後二子古墳整備実施設計

0後二子古墳整備工事 (3年計画の1年次)¥ 

-古墳兆域の樹木間伐 (特に周堀、上段墳..Ei)

・墳丘上段部の表士すき取り (上段墳..Ei)

-遺構保護盛土 (上段墳..Ei)

・日欠付植伐 (上段墳丘)

-パーク舗装 (墳頂部)

後二子古墳整備工事

0平成9年度古墳整備部会の経緯

平9. 9. 8 後二子古墳整備に向けての整備事例調査

実施 (JI口市木曽自の富士塚)

9. 10 平成9年度第1回部会開催

平10. 1. 6 大室4古墳出土遺物に関する資料調査

(東京国立博物館)

1 . 26.平成9年度第2田部会開催

2. 20 後二子古墳整備実施設計に関する指導・

助言 (大室公園史跡整備委員会副委員長、

国立歴史民俗博物館副館長白石太一郎氏)

3. 11 平成9年度第3回部会開催



(3) 民家変遷部会

平成7年度より 3年計画で進められてきた赤城型民家

圏整備の最終年度の工事を実施しました。今年度は、土

蔵工事の後半、離れ、物置、穀倉、表門などの付帯施設、

及びタ卜構、植栽工事を行いました。

また、昨年度より検討を進めてきた民家圏の維持 ・管

理については、地元の西大室町及び東大室町の老人会を

母体とした赤城型民家保存会を組織し、文化財保護課指

導の下、完成した施設から 般公聞を開始しました。

0民家園整備工事経過

平9.7. 2 土蔵の継続工事開始

10. 23 離れ、物置、穀倉、タ卜便所、井戸、表門、

タ卜構工事着工

12. 8 建設用部材検査(中之条町)

平10. 1. 14 槽栽工事

3. 25・工事終ア

※尚、天候不順による乾燥不足のため一部外壁仕上げ工

事を平成10年度へ繰越しました。また、工事の進捗と平

行して、教育委員会総務課、文化財保護課、工事監理業

者、及び工事業者の4者による工事打合わせを平成9年

7月9日より工事終了まで都合13回設定し検討を重ねて

きました。

0民家園管理

大室公園赤城型民家保存会に管理業務を委託し、平成

9年7月12日より、既に移築復原が終了した前橋市指定

重要文化財になっている旧関根家住宅の一般公開を開始

しました。

[民家圃公開日間]

4 月 ~ 11 月 9 : 00~ 16 : 00 月曜休園

12月 ~ 3 月 9 : 00~ 16 : 00 士、目、祝日開園

O平成9年度民家変遷部会の経緯

平9.9. 24 平成9年度第1回部会開催

12. 18. 11 第2田部会開催

平10.1. 29・ 11 第3田部会開催

コ蛇_.室主;s吃..，

民家圏全体図

~27~ 

(4 )資料館部会

大室古墳資料館 (仮称)建設に向けて、これまでに策

定が終了している基本構想を基に、今年度は資料館の展

示に関する基本設計の作成を実施しました。

さらに、大室4古墳発掘調査、及び大室公園整備地内

の施設建設に先行する発掘調査 (内堀遺跡群発掘調査)

等によって得られた膨大な出土遺物資料の未整理分につ

いて、将来、資料館への収蔵を予定し、今年度から継続

的な整理作業を開始しました。

0資料館展示基本設計

[常設展示室(500附)] 

[企画展示室 (150m') ] 

0平成9年度資料館部会の経過

平9.7. 30 平成9年度第1田部会開催 (展示基本設

計委託業者選定審査会設置)

9. 11・平成9年度第2回部会開催 (展示基本設

計委託業者選定会議)

12. 3 平成9年度第3田部会開催(群馬町「か

みつけの里博物館」視察調査)

平10.1. 30 平成9年度第4田部会開催



あとがき

来るべき2000年を目前にして、悠遠の歳月を感じずにはいられません。人々の心がせわ

しくなっている現在、いにしえの時に触れてみることが大切なのではないて"しょうか。そ

して今こそ、 21世紀の前橋市民の文化向上を図る施策を実行していかなければならないと

考えています。

文化財保護課の仕事は、息の長い仕事で長期的な見通しが要求されます。つい目先のこ

とばかりに気を取られがちになりますが、 「国家100年の計」ならぬ「市政100年の計」の

ような巨視的な立場から改めて文化財保護行政をみることが必要です。しかし、一方では

時代に即応した微視的な見方も忘れてはならないのです。文化財保護行政に隈りませんが、

常に複眼的思考の中で市民の要望に応えられる柔軟性を持ち続け、市民文化の醸成に寄与

していきたいと考えています。

平成10年9月

平成9年度

前橋市文化財調査委員

近藤義雄

丸山知良

松島栄治

阿久津宗二

梅沢重昭

平成9年度文化財調査報告書第28集

平成10年9月25日印刷

平成10年9月30日発行

発行前橋市教育委員会文化財保護課

前橋市上泉町664-4 

印刷よ毎印刷工業株式会社

文化財保護課長

川合 功

平成9年度

文化財保護課職員

文化財保護課長川合 功

文化財保護係長宮下 寛

埋蔵文化財係長駒倉秀一

主 査 江原 、1三月E 

1/ 丸 山正家

1/ 唐津保之

1/ 井野誠一

1/ 横山浩之

主 任 前原 昼五五皇王

1/ 真塩欣一

1/ 梅山雅夫

1/ p所慎策

1/ 坂口好孝

1/ 古屋秀登

1/ 林 信也

1/ 平野岳志

1/ 飯田祐二

主 事 吉田聖二

1/ 佐藤則和

1/ 宮内 事長

1/ 員塩明男

U属 5モ 安立

専門員 阿久津宗二

発掘指導 井上唯雄



表紙前橋市指定重要文化財旧関根家住宅
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